
                      ヒメオドリコソウ 

                                                   （２００４年４月２４日 撮影） 

                           まだ春
はる

早
はや

い４月
がつ

初 旬
しょじゅん

ごろから５月
がつ

初 旬
しょじゅん

ごろに

かけて、街中
まちなか

や庭
にわ

などでも群生
ぐんせい

しているのをよく見
み

かける花
はな

です。泉ケ岳
いずみがたけ

では草地
く さ ち

や林道
りんどう

沿
ぞ

いで見
み

かけ

ます。 

                           元々
もともと

ヨーロッパが原産
げんさん

の花
はな

ですが、明治時代
め い じ じ だ い

に

日本
に ほ ん

に渡
わた

ってきたと言
い

われています。 

                           それ以前
い ぜ ん

から日本
に ほ ん

にあった、花
はな

の 形
かたち

を笠
かさ

をかぶ

った踊
おど

り子
こ

に見立
み た

てて名
な

づけられた「オドリコソ

ウ」という花
はな

に似
に

ていて、これよりも小
ちい

さくかわい

らしいところから、「ヒメオドリコソウ」という名前
な ま え

がつけられたようです。 

花のアップです。 


